Microcitrusゾク　ノ　セイユ　セイブン by 片山, 幸良 et al.
佐賀大幾重義 (Bull.Fac. Agr.， Saga Univ.) 77: 47~51 (1994) 
Microcitrus属の精油成分
片山幸良・仁藤伸昌・町野淳子*
(遺伝資源学講座)
平成6年6月23臼受理
Essential Oils in Genus Microcitrus 
Yukiyoshi KATAYAMA， Nobumasa NITO and Junko MACHINO* 
(Laboratory of Plant Genetic Resources) 
Received June 23， 1994 
Summary 
Essential oils in matur巴leaveswer日investigatedby gas chromatography for identifying the 
five species and one natural hybrid of genus Microcitrus. The relationships among the six species 
of Microcitrus were inferred from the similarity matrix index based on the component of essential 
oils in the leaves. 
M. inodora， M. warburgiana， M. australis and M. australasiaca showed distinguishable 
chromatograms， suggesting that they are independent. The component of essential oils of M. 
ρapuana， whose phylogenetic position is uncertain， was c10sely related with M. australis. The 
identification of M. inodora was shown by the absence of essential oils in the leaves. 
The component of ess巴ntialoils‘Sydney hybr‘id' resεmbles the seed parent. 
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韓雷
Microcitrus属は，真正カンキツ類を構成する Fortunella(キンカン属)， Eremocitrus， Poncir _ 
us (カラタチ属)， Clymeηla及び Citrus(カンキツ属)の一員であり，へスペリド巣を着生する.
分布地は種によって異なり，オーストラリア北部の乾燥地からニューギニアの熱帯雨林に広
がっている1) 元来，野生種で，果実は食用には適さないが，酸性土壌，乾燥土壌，病害及び線
虫に対する抵抗性を持つので，台木育成のための素材としての利用が期待されている日.4，5，6，7，8)
Microcitrus属はキンカン属，カラタチ属及びカンキツ属と交雑親和性やつぎ木親和性があるこ
とが報告されている2，3，4，5，9)
Microcitrus属の系統分類には未確定の部分がある.Swingle' Reecel)は6種 l変種とし，第
l図に示すような系統留を提唱している. 1変種は M_australasica var. sanguineaである.こ
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M. inodoγa 
M. maide机za抗乱
M. warburgiana 
Micγ-ocitrus 
M. ausfralis 
M. gaγγowa:が
M. austral，ωlca 
の分類では M.papuanaは種としては含まれて
いない--方， The new royal horticultural 
society dictionary of gardening10) ~こは Mi­
crocitrus属は 5ないし 6種からなると記述さ
れ，M ρゆ仰仰が含まれている.Barrett4)は
M.ρゆua仰を独立した種としている.Jones7) 
は新たに提唱したカンキツ類の分類において，
個々の種は述べていないが，Microcitrus属は 7
種からなるとしている.披からの個人的な構報
では M.ρゆuanaを種として認めている.
Fig. 1 Phylogeny of the species of g巴nus
Microcitrus described by Swingle and 
Reece" 
遺伝資源学研究室には， SwingleoReeceの分
類1)による 4種と M.ρapuana及びM.australisとM.austral，αszcaの種間雑種とされている
'Sydney hybrid'をカンキツ類系統保存事業として維持管理している.本研究では，これらの材
料を用いて葉に含まれる精油成分の分析を行った.
なお，‘Sydneyhybrid'はM.virgataと暫定的に命名されたが，一般には受け入れられていな
いのでヘ本論文では‘Sydneyhybrid'とした.
材料及び方法
材料には本学の温室内で育成している Microcitrus属の植物6種類を用いた.用いた種は 1) 
M. inodora， 2) M. warburgiana， 3) M. australis， 4) M. australasica， 5) M.ρゅωna及
び6)‘Sydney hybrid'である.
予備実験において，葉に含まれる精油成分の組成や含量が生育段階により差があるかを検討
した.新葉の展開から成熟までの間，葉に含まれる精油成分の量的な変化はみられたが，精油
成分の組成の差は少なかった.本実験では11月に採取した 1年生の成熟葉を用いて得られた結
果をもとに解析を行った.
葉は採取後水洗し，表面の水i簡を濃紙で完全に除去し，葉脈を取り除き，約3mm角の大き
さに細断し，約2gをガラス容器に移した.4mlのジクロロメタンを加え冷蔵庫中に 1晩静寵
した.抽出液を WhatmanPaper lPSで糠過し，試料とした.
試料液5μlをガスクロマトグラフィーに注入した.ガスクロマトグラフィーは島津GC-14A
を用い，カラムは 2mの長さのステンレス製で，充填剤は SiliconeOV -17 ( 3 %)であった.そ
の他の条件は，キャ 1)アーガス:N2 (40m!/min)，注入口温度:270oC，検出器温度:250oC， 
カラム識度:昇温(60~250oC， 50C/min)とした.クロマトグラムのパターンの解析にはクロマ
トパック島津C-R6Aを用いた.
種間の類似率の計算は，田村・大沢11)による数値群ノfターン簡の類似性を求める方法により行
い，計算の結果を100分率として表した12)
結果及び考察
予備実験として，各種の葉に含まれる精油成分の合有量と組成の比較を新築の展開から翌年
1月まで行った.それぞれの種の各月の生育段階により精油成分の合有量にはやや差はあるが，
組成の変異は少なかった.本実験では11月に採取した葉を用いて種の特異性を検討した.
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本実験のガスクロマトグラブイーの条件では，大きなエアショックの後，保持時間(以下 RT
とする)5.4分から28.1分までにお本のピークがみられた.全部の種に共通するピークはみられ
それぞれの穂に特呉なガスクロマトグラムが得られた(第2図，第 1表).
凡1.!uarbUl:r;u!n{/は精油成分の合有:況は少なかったが， RT1l.:3ヲ 13.3及び2l.4分で特異的な
ピークがみられた.M噂ぴ1俗tralisてやは RT5.4分でヱド種の精油成分の車!l成の約74%の精油成分が
検出された。 M 山、stmla:ヲlcaでは RT8.4，13.:3及び22.0分で顕著なピ」クがみられた.M
ρatztωl(Iでは RT5.4分で58%そして22.0分で10%の組成が検出された。
極めて特徴的であったのは M.IJ1od，υmで，精的成分が検出できなかった.葉の発穿から成熟
するまで繰り返し調査しでも， また 9 年次を変変‘えて諦査してもj精|構菅j油出成分は検出でで、きなかつた.
M. I町F
ツ!属丙やキ〉ン/カン!属品の:葉主葉5とf似以ていてラ外観的には油胞の発達もみられる.S¥vingle' Reece1は初期
にこの種を記載したおaileyの情報を引用し，花には香りがないとしているが，葉の香りについ
てはふれていない.このことについてはヲさらに詳細な検討を要するが，本実験におけるこの
発見は Microcitrus の分類にひとつの指標をJ子えるものになる可能性がある.
'Sydney hybrid' 'i， lIil. (lllsfralisとM.austJγtlasiωの臼然交雑種と見なされているが，両親
とは異なる精油成分の組成を示した。 RT7.3，9.4， 10.3及び27.0分のピークは両親にみられな
かったが， 'Sydney hybricl'，こは現れた.また， RT7.6， 11.3， 13.3， 18.5及び 22.6分のピーク
は両親のいずれかでみられたが本種にはみられなかった.
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Fi詰 2 Gas chormotograms of essential oils in leaves of Microcitrus species 
クロマトグラムの特徴は類似率の計算の結巣とも一致しν各種が独立であることを示した(第
2表).第 l図の系統樹とも一致し，M. inodoraは他の種とは極めて異っていた.M.ρゆuana
の分類上の位置付けについてはさらに検討を要するが， M. australisと‘Sydneyhybrid' Iこ比較
的近縁であるとの値となった.これら 3種では RT5.4分の大きなどーク，類似率の高さに影響
したものと考えられる.しかし，M. austra品、の血を守iいている可能性を示唆したことは興味深
し3
M. warbzイrgianaは， Swingle' Reece1)の分類によれば M.australαszcaより M.australi，αに
近縁のはず、であるが，予測とは異なった.M. war，初旬zanaの精油成分含量が低かったのに加
え， RT13，3分のピークが一致したことによって計算値が影響されたようである.クロマトグラ
ムのパターンでは34.2%という値か
らみられるほどの一致はない.花や
果実の精油成分の分析により多くの
情報を得ることが必要である.
Rahmann' Nito13)は9 グルタミン
酸オキザロ酢酸アミノ基転移酵素
(GOT)アイソザイムを用いて，Mi-
crocitrus属の遺伝分析を行った.そ
の中で M. australis， M. aus -
tralasica， M. inodora及びちydney
Table 2 Similarity index (%) of genus Microcitms revealed 
by essential oiles in leaves 
2 3 4 「。 6 
1. M. inudom 
2. M.l幻自γblγfJi，α抗G 。
3. M.αustralis 。 l.6 
4. M. australasic日 0.0 34.2 2.9 
5. M.ρ日戸ua刊は 。 5.0 97.0 10.0 
6.‘Sydney hybrid' 0.0 l. 0 64 . 6 8 . 2 64. 0 
片山・仁藤・町野 Microcitrus属の精油成分 51 
hybrid'のGOTアイソザイムパターンを示し，それぞれの種が独立であることを示唆してい
る.本研究とも一致する結架である.
種間の近縁については，形態学的調査や生化学的調査を含めて検討しなければならない.本
鼠のように精油成分の組成が単純な場合，特定のピークにより類似率に影響が現れた.額似事
を求める計算式についての検討も必要である.
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摘 要
本学に保存している Microcitrus属6種を同定するために，ガスクロマトグラフィーにより
成熟葉中の精油成分の分析を行った. M. inodora， M. warburgl:ana， M. australis及び M.
australasicaはそれぞれ独立した種であることが示された.分類が不明確である Mρゆua仰は
M. australisに近縁であることが示唆された.M. inodoraの独自性は葉に精油成分を含まない
ことにより示された.M. australisとM.australasicaの雑種である'Sydneyhybrid'は，種子親
の M.australisの影響を強く受けているようである.
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